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∗ 皆の広場 素人の宇宙考⑨

∗

∗  ［４］宇宙誕生直後の詳細
∗ ［５］宇宙崩壊シナリオ
∗ Rｉｖ１ ２０２４年８月２２日

原作 2018年８月22日
∗

∗ シ１８ 永野 徹

宇宙視を楽しむ（その２）
宇宙はロマンとミステリーの泉

［Ｅ］優しい宇宙論
∗

∗（１）宇宙誕生後のできごと

∗（２）宇宙誕生瞬間のできごと

∗（３）宇宙の晴れ上がり

∗

［４］宇宙誕生直後の詳細

（１）宇宙誕生後のできごと
１）宇宙誕生後の経過 ２）初期宇宙
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∗ Ⅲ期終り １０－１０（１００憶分の１秒）

（２）宇宙誕生瞬間のできごと １）宇宙誕生直後の分析
１．宇宙誕生直後全シーン（温度vs時間）

２．宇宙誕生直後第1シーン（０～Ⅲ
期）

 

期 ０期 Ⅰ期
ｶｵｽの世界 ｲﾝﾌﾚｰｼｮﾝ期

素粒子の砂漠地帯

時間 `10-45 ‘１０
－４４ ‘１０－３６～ ‘１０－３3 ～

思弁的議論 素粒子論
理論 大統一理論 ｹﾞｰｼﾞ理論

超弦理論 ｲﾝﾌﾚｰｼｮﾝ理論 電弱統一理論（ﾋｯｸﾞｽ場）
超対称性理論 量子色力学
強・電・弱三力統一

現象 相転位 強と電弱統一 重力・強弱力分離

重力分離

ｸｵｰｸ・ﾚﾌﾟﾄﾝ・ｹﾞｰｼﾞ粒子 ｴﾈﾙｷﾞｰが12桁減
光子のスープ状態 ｳｲｰｸﾎﾟｿﾞﾝ非分離
ｸｵｰｸとﾚﾌﾟﾄﾝ分岐

重さ 1cc＝1兆トン

大きさ ‘１０－３３ 1㎝

温度 無限大の熱さ

Ｋ ‘１０
３２

‘１０
２７ 1000兆度

Ⅱ期 Ⅲ期
ビッグバンⅠ期

３．宇宙誕生直後第2シーン（第Ⅳ期）
１０－１３秒後、素粒子に質量誕生

 

時間 `10-10 ～ ‘１０－８ ～ ‘１０－４ ～ 1秒後 百秒後
電弱統一理論

理論 ｹﾞｰｼﾞ理論 量子色力学

量子色力学
ﾊﾛﾄﾞﾝ分離

現象 真空の相転位 ﾊﾛﾄﾞﾝ（三色ｸｵｰｸ） ﾚﾌﾟﾄﾝ→電子 陽子と中性子
自発性対称性の破れ(ｸｵｰｸ閉じ込め） 中性子⇔陽子 存在比10対2
光子が2種分離 ﾊﾟｲｵﾝ分離 ﾆｭｰﾄﾘﾉ放出 核融合炉
ｳｲｰｸﾎﾟｿﾞﾝ分離 ﾚﾌﾟﾄﾝ 水素誕生(12）
電磁気力と弱力分離光子 ﾍﾘｭｳﾑ誕生（１）

陽子・中性子誕生

重さ １cc＝1000ﾄﾝ 1cc＝100kg

大きさ

温度
Ｋ 100兆度～１兆度 100億度

100億分の1秒後～

期
Ⅳ期

ビッグバンⅡ期

初期 ﾊﾄﾞﾛﾝ期 ﾚﾌﾟﾄﾝ期 核融合期
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 （３）宇宙晴れ上がり
 宇宙誕生（ビッグバン）～晴れ上がり～現在

１）宇宙の晴れ上がりとは
（宇宙誕生３８万年後）

光が直進できるようになる（ﾌﾟﾗｽﾞﾏ状態を脱出）

晴れ上がり前（光吸収） 晴れ上がり後（光直進）

①宇宙の晴れ上がり（宇宙誕生38万年後）
光が直進できるようになる（ﾌﾟﾗｽﾞﾏ状態を脱出）

②宇宙晴れ上がり証拠（宇宙誕生38万年後の光）

宇宙晴れ上がり時の残光（マイクロ波）
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③宇宙背景放射観測
 観測成果(温度ゆらぎ）

１．COBEの観測結果
晴れ上がり時の温度揺らぎ
は10万の１しかない。現在
の大規模構造が存在する為
には晴れ上がり時に1000
分の１の温度揺らぎが必要。
このことから宇宙晴れ上が
り以前に暗黒物質で適度な
(1000分の１程度）ゆらぎ
が確保されていた。

∗ （１）宇宙の一生

∗ （２）宇宙崩壊プロセス

∗ （３）宇宙の熱的崩壊シナリオ

∗ （４）ブラックホール蒸発

∗ （５）宇宙終焉まとめ

[５]宇宙崩壊シナリオ

∗ ① ０秒 宇宙開闢

∗ ②１０－４４ 重力と時空の誕生

∗ ③１０－３６ 強い力の誕生

∗ ④１０－１１ 弱い力と電磁力の誕生

∗ ⑤１０－４ ｸｫｰｸがﾊﾄﾞﾛﾝに閉じ込められる

∗ ⑥１０ー２ 元素の合成開始

∗ ⑦１０１２（1兆） 宇宙晴れ上がりと銀河形成開始

∗ ⑧１０３４  星は白色矮星、中性子星、ﾌﾞﾗｯｸﾎｰﾙ化

∗ ⑨１０１００ 全ての銀河は量子効果で蒸発生滅

∗ 白色矮星は中性子星になる

∗ 中性子星はﾌﾞﾗｯｸﾎｰﾙとなる

∗ ⑩１０１５００ 中性子星以外は鉄まで崩壊

∗ ⑪以降 宇宙直径波長の電波と微視泡立ち真空

∗ の中で宇宙が再生されるか？

（１）宇宙の一生
１）宇宙誕生～崩壊

徹永5

（２）宇宙崩壊プロセス

宇宙の種類（開・閉・平）

（平）宇宙の最後
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（３）宇宙の熱的崩壊シナリオ
  ①宇宙終焉全体像（永遠に膨張を続ける場合）

②宇宙終焉ステップ１

③宇宙終焉ステップ２ （４）ブラックホールの蒸発（ホーキンス）
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 ①ﾌﾞﾗｯｸﾎｰﾙの崩壊（蒸発～絶対零度）
 ブラックホール誕生～蒸発（ホーキンス）

（４）宇宙終焉まとめ

∗ おわり

∗ 今回Ｒ６（２０２４）１２月１３日

∗ 原案Ｈ３０（２０１８）８月

∗ 永野 徹

宇宙視を楽しむ
（凡例）

（出典・引用）その他WEB他；
「宇宙137憶年の謎」 ﾅﾂﾒ社 二間瀬敏史
「宇宙論」 「相対性理論」 「量子論」 3冊 佐藤勝彦
「宇宙と量子論」 PHP 竹内 薫


